
千葉市基本計画（計画期間：令和5年度~令和14年度）

【分野別(文化・スポーツ)目標】

「市民の文化芸術・スポーツ活動が広がる、創造性豊かなまち

を実現します」

【上記目標達成に向けた課題】

「市民一人ひとりが、本市の特性である時間や空間のゆとりを活

かし、文化芸術・スポーツ活動を通じ、創造的で健康的な生活を

送ることは、個々の生活の質的な向上に加え、明るく豊かで活力

に満ちた地域社会の形成へとつながります。」

「市民の主体的な文化芸術・スポーツ活動を促進するとともに、

活動の輪を広げ文化芸術・スポーツが盛んな地域社会を形成する

ほか、保健福祉や医療、教育や観光など幅広い分野において文化

芸術・スポーツを活用することにより、社会課題の解決や地域活

性化を図ることが必要です。」

【分野別(都市・交通)目標】

「市民の快適な暮らしと活発な交流を支える、魅力と愛着が感

じられる都市を実現します」

【上記目標達成に向けた課題】

「千葉市ならではの地域資源の活用や３都心の魅力向上、都市デ

ザインの考えを取り入れたまちづくりなどを進めることにより、

市民がまちへの誇りや、愛着、共感を持ち、自ら積極的に関わろ

うとする気持ち（シビックプライド）を育むことが重要です。」

千葉市文化振興マスタープラン（平成11年3月策定）

理念「個性豊かな新しい千葉文化の創造」

・市民が真に豊かな生活を享受するためには、本市の歴史や風土、自然や伝

統を基盤とし、また、これらを継承しながら魅力あふれる文化の振興を図るこ

とが大切である。このため、文化の担い手である市民の主体的な文化活動を通

じて、「個性豊かな新しい千葉文化の創造」を理念に掲げ、本市の都市づくり

の基本目標の一つ(※)である豊かな心と創造性をはぐくむ市民文化都市を目指

す。

基本目標：「個性」「世界性」「市民主体」

・市民の主体性を基本とした千葉文化づくりが進められてこそ、市民が自分

たちの文化として受け止め、古くからの市民と新しい市民との間に共通のふる

さと意識をはぐくみ、また市民主体の文化を醸成する土壌にもなります。

文化芸術基本法

「文化芸術は，人々の創造性をはぐくみ，その表現力を高めると

ともに，人々の心のつながりや相互に理解し尊重し合う土壌を提供

し，多様性を受け入れることができる心豊かな社会を形成するもの

であり，世界の平和に寄与するものである。更に，文化芸術は，そ

れ自体が固有の意義と価値を有するとともに，それぞれの国やそれ

ぞれの時代における国民共通のよりどころとして重要な意味を持ち，

国際化が進展する中にあって，自己認識の基点となり，文化的な伝

統を尊重する心を育てるものである。

我々は，このような文化芸術の役割が今後においても変わることな

く，心豊かな活力ある社会の形成にとって極めて重要な意義を持ち

続けると確信する。」

※平成11年12月に議決された千葉市基本構想で
は、望ましい都市の姿の一つに「豊かな創造力
をはぐくむまち・千葉市」と掲げられている。

※第３次千葉市文化芸術振興計画の計画期間(R6~R15）後は必要に応じて見直し

【目指すべき姿】

文化芸術にあふれ創造性豊かな千葉市

【基本理念】

・本市ならではの文化芸術を創造する

・文化芸術を通じて市民に創造性や主体性が育まれる

・文化芸術を通じて多様性を受け入れお互いを尊重する地域社会を形成する

・文化芸術を通じてシビックプライドを醸成する

※原則として今後とも見直しの対象とはならない

【趣旨】

新たな基本理念のもと文化芸術施策を推進することで、本市ならではの文化芸術を

創造し、その文化芸術を通して、市民の創造性や感性を育み、多様性を受け入れなが

らお互いを理解しあって暮らせる地域社会の形成や、市民のまちへの誇り、愛着、

共感を生み、自ら積極的に関わろうとする気持ち(シビックプライド)の醸成に繋げて

いき、「文化芸術にあふれ創造性豊かな千葉市」を目指していく。

千葉市文化振興マスタープラン策定から20年以上が経過した今、文化芸術の普遍的な価値は変わらないものの、本市を取り巻く状況等が大きく変化したことから、第３次千葉市文化芸術振興計画にて、上位

計画である千葉市基本計画、千葉市文化芸術マスタープラン、文化芸術基本法を踏まえて、新たな基本理念と目指すべき姿を定める。
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